
日本教育新聞社 ―教育関連書籍のご紹介

日本教育新聞社
,APAN EDJt■T10NAL PR[55

1/3ページ

kl贅

覆琶琵讐■||■ |||■
や 教育関連書籍のご紹介 2010.01_25

ヨーコ・インターナショナル
各2100円

20100118
20091221・ 28

1214
1207
1123
1116
1109

1102
1026
1019
1012
1005
0928
0921
0914
0907
0824
0817
083・ 10

0727
0720
0713
0706
0622
0615
0608
0601

0525
0518
0511
0504
0427
0420
0413

僻

書

動

声

『ご

題

硬

尋

ご
難

事
ゴ

壼満 :こ根差した数学まこ焦藤

「生活文化と数学」は「生活数学」シリーズの最新刊。長らく高校や大学で数学を

指導してきた著者が、ハワイでの民族文化に接したことがきっかけとなって、日本

文化と比較しながら、生活に根差す文化や生活の中にある数学について考察を深

めた。とかく敬遠されがちな数学や数字が、実は、私たちの生活の身近な所に満ち

あふれている。海外旅行でも、日々の為替レートによつて「円」の価値も変わる。商

品の価格も、安売りなど絶えず価格変動する対象となる。1円でも安いバーゲンに

人が群がるように、日々の生活の中で「変動数値」に一喜―憂する人間。著者は

「変動数値文化」と、こうした現象をとらえる。株価なども変動数値の最たるものだ

ろう。しかし、数学の知識があれば、動きのある数値の法則性を見つけ、そこから

近い将来の動きを予測することもある程度できる。予測とまではいかなくても、動き

の傾向を分析できるのもまた数学の力といえる。

「ここにも生活数学」では、演繹〈えんえき)的方法や幅のある近似値と生活とのか

かわりを、「生活幾何へのステップ」では、ハヮイ島で見た線画から、学校での図形

(幾何)への疑問など、やはり生活と結び付いた数学の在り方を問題にする。縁遠

いと考えていた数学を生活から見直す視点を学ぶことができる。(巳 )

「生活文化と数学Jほか2巻

岡部 進 著
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